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一
九
五
〇
年
代
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設

　
　
　

︱
東
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
に
注
目
し
て

︱
芦
部　

彰

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

本
稿（

1
（

は
、
一
九
五
七
年
に
立
案
さ
れ
た
東
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団

地
計
画
を
て
が
か
り
に
、
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
み
ら
れ
る
共
通

点
と
差
異
を
検
討
す
る
。
冷
戦
の
最
前
線
に
位
置
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
計
画
や
建

築
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
理
念
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
分
析

さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
体
制
間
競
争
の
象
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、

東
ベ
ル
リ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
（
図
１
（
と
西
ベ
ル
リ
ン
の
ハ
ン
ザ
地
区
（
図

２
（
で
あ
る（

2
（

。

東
ベ
ル
リ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
の
社
会
主
義
統
一

党
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
（
第
三
回
党
大
会
の
決
定
に
よ
り
、
首
都
の
中
心
を
国
民
的
感
性
に
合

致
し
た
建
築
で
美
し
く
造
形
し
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
建
築
の
模
範
を
示
す
べ

く
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
指
針
は
一
九
五
一
年
一
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
国
民
建
設
綱
領

で
示
さ
れ
、
一
九
五
二
年
二
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
建
築
様
式
と
し
て
、
東

ド
イ
ツ
指
導
部
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
「
国
民
的
伝
統
」
を
重
視
し

た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
形
式
主
義
と
し
て
斥
け
、
そ
の
一
方
で
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
独
自
性
を
示
す
も
の
と
し
て
一
九
世
紀
の
シ
ン
ケ
ル
（K

arl Friedrich 

Schinkel

（
の
新
古
典
主
義
と
の
接
続
を
意
識
し
つ
つ
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
と
よ
ば

れ
る
社
会
主
義
的
古
典
主
義
を
採
用
し
た（

3
（

。

こ
れ
に
対
し
西
ベ
ル
リ
ン
市
政
府
は
、
一
九
五
三
年
に
ハ
ン
ザ
地
区
で
の
国
際
建

築
博
覧
会
イ
ン
タ
ー
バ
ウ
（Interbau

（
の
開
催
を
決
定
し
た
。
一
九
五
六
年
の
博

覧
会
に
あ
わ
せ
て
ハ
ン
ザ
地
区
を
再
開
発
し
、
そ
れ
自
体
を
展
示
物
と
し
て
公
開
す

る
と
と
も
に
、
博
覧
会
終
了
後
も
実
際
に
住
宅
地
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
市
政
府
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
建
設
に
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
よ
る
都
市
空
間
の
刷
新
を
対
置
し
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家

だ
け
で
な
く
一
四
ヶ
国
か
ら
五
三
人
の
建
築
家
を
招
く
こ
と
で
、
そ
の
国
際
性
を
強

調
し
た
。
ま
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
再
開
発
に
際
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画

モ
デ
ル
と
し
て
、
稠
密
な
都
市
を
否
定
し
低
密
度
化
を
進
め
、
都
市
に
そ
の
対
概
念

と
み
な
さ
れ
る
田
園
や
農
村
の
要
素
を
と
り
い
れ
る
「
分
節
化
さ
れ
た
開
放
的
な
都

市（gegliederte und aufgelockerte Stadt

）」や「
都
市
農
村
世
界（Stadtlandschaft

）」

の
実
現
が
試
み
ら
れ
た（

4
（

。

図１　スターリン大通り

図 2　西ベルリン・ハンザ地区
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ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
と
ハ
ン
ザ
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
と
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
対
比
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特

に
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
歴
史
は
、
長
い
こ
と
西
側
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
発
展
の
歴

史
と
み
な
さ
れ
、
ソ
連
の
方
針
の
受
容
と
、
西
側
へ
の
対
抗
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
図
式
に
お
さ
ま
ら
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と

や
、
実
践
に
お
い
て
は
矛
盾
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
上
記
の
ス
タ

ー
リ
ン
大
通
り
に
つ
い
て
も
、
工
期
に
よ
る
変
化
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
っ
た
見
方
が
可
能
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
一
九
五
二
年
か
ら
五
八
年
に
か

け
て
建
設
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
か
ら
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
広
場
ま
で
の
区

間
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
で
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
に
建
設
さ
れ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
ベ
ル
ク
広
場
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
ま
で
の
区
間
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に

通
じ
る
様
式
で
建
設
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

本
稿
は
、
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
変
化
に
注
目
し
、
都
市
計

画
と
住
宅
建
設
に
お
け
る
東
西
間
の
対
抗
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
東
西
間
で
共
有
さ

れ
て
い
た
も
の
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
差
異
化
が
試
み
ら
れ

た
の
か
を
考
察
す
る
。
近
年
の
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
関
す
る
研

究
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
に
目
を
向
け
て
い
る（

（
（

。
そ
の
際

に
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
東
ド
イ
ツ
と
西
側
の
接
触
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
本
稿

も
、
冒
頭
で
述
べ
た
一
九
五
七
年
の
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
を
て
が
か
り
と

す
る
。
こ
れ
は
、
東
西
両
ド
イ
ツ
か
ら
同
数
の
出
品
者
と
同
数
の
審
査
員
を
集
め
た

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
で
立
案
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
、
同
時

代
に
お
い
て
、
初
め
て
の
そ
し
て
唯
一
の
試
み
で
あ
っ
た（

（
（

。
以
下
で
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
大
通
り
に
お
け
る
建
築
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
整
理
し
、
そ
の
う
え

で
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
議
論
を
通
じ
て
、
東
西
ド
イ
ツ

の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
お
け
る
共
通
点
と
差
異
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

２　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
転
換

ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
様
式
の
変
化
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
基
本

方
針
が
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
転
換
の
契
機
と
な
っ

た
の
が
、
ソ
連
の
動
向
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
消
費
財
生

産
と
生
活
水
準
の
向
上
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
一
九
五
四
年
一
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
開

か
れ
た
全
連
邦
建
築
会
議
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
都
市
建
設
か
ら

離
れ
、
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
に
お
い
て
も
経
済
性
を
優
先
す
る
新
た
な
方
針
が
示

さ
れ
た（

（1
（

。

こ
の
ソ
連
の
動
き
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
、
東
ド
イ
ツ
で
も
都
市
計
画
と
住

宅
建
設
の
方
針
が
転
換
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
着
工
時
の
「
国
民
的
で
、
美
し

く
、
大
規
模
に
」
建
設
す
る
こ
と
よ
り
も
、
合
理
的
で
効
率
的
な
建
築
が
重
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
一
九
五
五
年
四
月
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
「
よ
り
良
く
、
よ
り

早
く
、
よ
り
安
価
に
建
設
す
る
！
」
を
標
語
に
掲
げ
た
第
一
回
建
築
会
議
が
開
催
さ

れ
、
基
調
報
告
を
行
っ
た
建
設
省
の
コ
ー
ゼ
ル
（G

erhard K
osel

）
が
、
国
有
建
設

企
業
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
、
各
地
の
大
学
の
代
表
に
対
し
、
建
築
の
工
業
化
、
す
な

わ
ち
、
規
格
化
さ
れ
た
建
築
部
材
を
大
量
に
生
産
加
工
し
、
現
場
で
部
材
を
組
み
立

て
る
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
推
進
を
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
し
た（

（1
（

。
な
お
、
こ
の
コ

ー
ゼ
ル
は
、
戦
間
期
に
ベ
ル
リ
ン
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
工
科
大
学
で
タ
ウ
ト

（B
runo Taut

）に
建
築
を
学
ん
だ
の
ち
、ソ
連
に
亡
命
し
て
建
築
や
都
市
計
画
の
様
々

な
分
野
で
実
務
経
験
を
つ
ん
だ
人
物
で
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
に
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー

の
求
め
に
よ
っ
て
東
ド
イ
ツ
に
戻
り
、
建
設
省
で
指
導
的
な
地
位
に
つ
い
て
い
た（

（1
（

。

こ
の
一
九
五
四
年
の
転
換
に
は
、
ソ
連
の
動
向
だ
け
で
な
く
国
内
の
社
会
情
勢

も
関
連
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
前
年
の
「
六
月
一
七
日
事
件
」
で
、
東
ド
イ
ツ
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政
府
は
大
規
模
な
労
働
者
蜂
起
を
暴
力
的
に
鎮
圧
し
西
側
世
界
か
ら
厳
し
い
批
判
を

浴
び
て
い
た
が
、
こ
の
労
働
者
蜂
起
の
発
火
点
と
な
っ
た
の
が
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り

の
建
設
現
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
図
３
（。
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
建
設
は
、

合
理
化
も
試
み
ら
れ
て
い
た
が
手
作
業
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
の
コ
ス

ト
は
高
く
進
度
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
左
官
職
人
な
ど

建
設
労
働
者
の
労
働
ノ
ル
マ
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
労
働
者
の
蜂

起
が
発
生
し
、
さ
ら
に
東
ベ
ル
リ
ン
全
体
へ
と
広
が
り
大
規
模
化
し
た
。
こ
う
し
た

国
内
的
な
背
景
か
ら
も
、
建
築
の
工
業
化
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

こ
の
転
換
を
受
け
て
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
計
画
責
任
者
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
大

通
り
建
設
に
深
く
関
与
し
て
き
た
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン
（H

erm
ann H

enselm
ann

（
は
、

一
九
五
五
年
六
月
、『
ゾ
ン
タ
ー
ク
（Sonntag
（』
紙
に
「
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
自

己
批
判
」
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
に
つ
い
て
は
、
着
工
済

み
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
を
完
成
さ
せ
る
一
方
で
、
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
異
な
る

様
式
で
建
設
す
る
こ
と
に
言
及
し
た（

（（
（

。さ
ら
に
、西
側
諸
国
の
建
築
家
、都
市
計
画
家
、

建
設
技
術
者
と
の
交
流
が
試
み
ら
れ
、
特
に
パ
リ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ル
ア
ー
ブ
ル
な

ど
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
が
視
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
七
月
に
は
、
建
築
ア
カ

デ
ミ
ー
指
導
部
が
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
の
建
築
家
グ

ル
ー
プ
の
招
待
に
応
じ

同
地
を
訪
問
し
た
。
ヘ

ン
ゼ
ル
マ
ン
は
、
こ
の

機
会
に
東
西
両
ド
イ
ツ

の
建
築
家
が
参
加
す
る

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
の
着

想
を
え
て
、
帰
国
後
、

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（4
（

。

　
　
　
　

３　

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
住
宅
団
地
計
画
案

ハ
ン
ブ
ル
ク
視
察
の
二
か
月
後
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
地
区
評
議

会
が
「
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
周
辺
地
域
の
住
宅
・
保
養
地
区
」
に
建
設
す
る
住
宅
団
地
の

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
決
定
し
、
同
年
九
月
一
一
日
に
は
、
東
西
両
ド
イ
ツ
の
建

築
家
を
対
象
に
そ
の
要
項
を
発
表
し
た
。
計
画
の
対
象
は
七
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
で
、
そ
こ
に
四
四
〇
〇
戸
（
人
口
一
万
七
三
〇
〇
人
（
の
住
宅
と
公
共
施
設
を

建
設
し
、
住
宅
は
規
格
化
さ
れ
工
業
的
に
建
設
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、計
画
地
域
の
構
成
と
し
て
、四
つ
の
「
住
区
（W

ohnkom
plex

（」

を
設
け
、
各
住
区
の
中
心
に
学
校
、
幼
稚
園
・
託
児
所
、
商
店
・
飲
食
店
な
ど
の
施

設
を
、
ま
た
、
計
画
地
域
全
体
の
中
心
に
、
よ
り
大
規
模
な
商
店
、
行
政
施
設
、
図

書
館
、
集
会
所
、
青
少
年
用
施
設
、
余
暇
施
設
、
映
画
館
、
診
療
所
・
病
院
を
設
置

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
計
画
案
の
提
出
期
限
は
一
九
五
七
年
二
月
二
八
日
と
さ

れ
、
三
月
一
五
日
に
選
定
さ
れ
る
計
画
案
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
九
年
に
住
宅
団

地
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た（

（6
（

。
も
っ
と
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
の
一
九
五
七
年

夏
に
、
西
ド
イ
ツ
政
府
が
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
中
心
地
域
を
計
画
地
に
含
む
「
首
都
ベ

ル
リ
ン
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
こ
と
で
政
治
的
緊
張
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
計

画
案
に
も
と
づ
く
住
宅
団
地
は
建
設
さ
れ
な
か
っ
た（

（7
（

。

こ
の
よ
う
に
建
物
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
稿
は
、
計

画
案
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
議
論
に
注
目
す
る
。
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

実
際
に
、
東
西
両
ド
イ
ツ
か
ら
同
数
の
出
品
者
と
審
査
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
参
加
者
の
人
的
構
成
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
出
品
者

は
、
東
西
ド
イ
ツ
か
ら
八
名
ず
つ
計
一
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る

図 3　スターリン大通り、レンガを
積む建設労働者（1952 年）
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の
が
、マ
イ
（Ernst M

ay

）
と
ラ
イ
ヒ
ョ
ウ
（H

ans-B
ernhard R

eichow

）
で
あ
る
。

マ
イ
は
、
戦
間
期
を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
郊
外
住
宅
団
地
建
設
、
住
宅
の
合
理
化
と
規
格
化
、
そ
し
て
プ
レ
ハ
ブ
工

法
を
推
進
し
て
い
た
。
世
界
恐
慌
の
影
響
で
ド
イ
ツ
で
の
建
築
活
動
が
困
難
に
な
る

と
、
一
九
三
〇
年
に
は
ソ
連
に
赴
き
工
業
都
市
の
計
画
に
か
か
わ
っ
た
。
ナ
チ
体
制

成
立
後
は
英
領
東
ア
フ
リ
カ
に
亡
命
し
、
一
九
五
四
年
に
西
ド
イ
ツ
へ
も
ど
る
と
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
本
拠
を
置
く
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
傘
下
の
公
益
的
住
宅
建
設
会
社
ノ

イ
エ
・
ハ
イ
マ
ー
ト
で
、「
近
隣
住
区（

（1
（

」
を
実
践
す
る
住
宅
団
地
を
て
が
け
た（

（1
（

。
ラ

イ
ヒ
ョ
ウ
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
指
導
的
理
念
と
な
る
「
都
市
農
村
世

界
」
を
一
九
四
八
年
の
著
書
で
提
唱
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
間
期
に
は
メ
ン
デ
ル
ゾ

ー
ン
（Erich M

endelsohn

）
の
も
と
で
働
い
た
の
ち
、
ド
レ
ス
デ
ン
や
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
建
設
参
事
官
を
つ
と
め
た
。
ナ
チ
期
に
は
グ
チ
ョ
フ
（K

onstanty 

G
utschow

）
の
も
と
で
、「
近
隣
住
区
」
を
「
住
宅
団
地
細
胞
と
し
て
の
地
域
グ
ル

ー
プ
」
と
し
て
ナ
チ
党
組
織
に
位
置
付
け
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
計
画
に
関
わ
り
、
シ

ュ
ペ
ー
ア
（A

lbert Speer

）
の
空
襲
被
災
都
市
再
建
委
員
会
で
も
活
動
し
て
い
た（

（2
（

。 

審
査
員
は
東
西
ド
イ
ツ
か
ら
二
名
ず
つ
計
四
名
で
構
成
さ
れ
た
。
東
ド
イ
ツ
か

ら
は
、
ま
ず
発
案
者
の
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン
が
審
査
員
を
つ
と
め
た
。
ヘ
ン
ゼ
ル
マ
ン

は
、「
国
民
的
伝
統
」
と
社
会
主
義
的
古
典
主
義
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
建
設

を
主
導
し
て
い
た
が
、
そ
の
最
初
の
建
築
は
一
九
三
〇
年
の
レ
マ
ン
湖
畔
の
ケ
ン

ウ
ィ
ン
邸
（H

aus K
enW

in

）
で
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
影
響
を
強
く
う
け
た
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
期
に
は
様
々
な
建
築
家
の
ア
ト
リ
エ
で
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
き
、
戦
後
に
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
建
築
家

ニ
ッ
セ
ン
（G

odbar N
issen

）
を
通
じ
て
、
後
述
す
る
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
（W

erner 

H
ebebrand

）
な
ど
同
地
の
建
築
家
に
接
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
も
う
ひ
と
り
の

東
ド
イ
ツ
か
ら
の
審
査
員
を
つ
と
め
た
の
が
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
副
会
長
コ
ラ
イ

ン(Edm
und C

ollein)

で
あ
る
。
コ
ラ
イ
ン
も
、
戦
間
期
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ぶ
な

ど
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
関
わ
り
の
深
い
建
築
家
で
、
こ
の
の
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の

残
っ
た
区
間
の
建
設
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

西
ド
イ
ツ
か
ら
審
査
員
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
と
ヒ
レ
ブ
レ

ヒ
ト
（R

udolf H
illebrecht

）
で
あ
る
。
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
は
、
戦
間
期
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
と
ソ
連
で
、
マ
イ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
マ
イ
が
東
ア
フ

リ
カ
に
去
っ
た
あ
と
も
ソ
連
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
八
年
に
ド
イ
ツ
へ
帰
国

し
、
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
工
場
都
市
計
画
に
従
事
し
た
の

ち
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
の
空
襲
被
災
都
市
再
建
委
員
会
で
働
い
た
。
戦
後
は
一
九
五
二
年

か
ら
六
四
年
ま
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
建
設
局
長
を
つ
と
め
た
。
ヒ
レ
ブ
レ
ヒ
ト
は
、

マ
イ
や
タ
ウ
ト
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
家
に
影
響
を
与
え
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
の
師
で
も
あ

っ
た
テ
ッ
セ
ノ
ウ（H

einrich Tessenow

）の
も
と
で
建
築
を
学
ん
だ
。
ナ
チ
期
に
は
、

グ
チ
ョ
フ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
計
画
に
関
わ
り
、
そ
の
後
は
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
と
同

様
に
シ
ュ
ペ
ー
ア
委
員
会
で
働
い
た
。
戦
後
は
一
九
四
八
年
か
ら
七
五
年
ま
で
ハ
ノ

ー
フ
ァ
ー
の
建
設
参
事
官
を
つ
と
め
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
審
査
員
や
主
要
な
出
品
者
は
、
共
通
し
て
戦
間
期
に
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
を
経
験
し
て
い
た
。
さ
ら
に
マ
イ
と
ヘ
ー
ベ
ブ
ラ
ン
ト
、
そ
し
て
コ
ラ
イ
ン

に
は
ソ
連
で
の
活
動
経
験
が
あ
り
、
ま
た
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
間
に
は
、
亡
命
し

て
い
た
マ
イ
を
除
き
、
ナ
チ
期
の
活
動
の
重
な
り
を
指
摘
で
き
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
を
共
通
の
基
盤
と
し
、
そ
の
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
ソ
連
、
ナ
チ
体
制
、

亡
命
先
の
英
領
植
民
地
と
異
な
る
条
件
に
適
応
し
つ
つ
建
築
家
と
し
て
の
活
動
を
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
戦
間
期
か
ら
大
戦
期
に
か
け
て
の
人
的
結
合
は
戦
後

も
生
き
続
け
て
お
り
、東
西
ド
イ
ツ
の
政
治
体
制
の
境
界
を
超
え
た
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

計
画
案
に
目
を
転
じ
る
と
、
審
査
員
に
よ
っ
て
一
等
に
選
出
さ
れ
た
の
は
マ
イ
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案
（
図
４
（
で
あ
っ
た
。
選
評
で
は
、「
空
間
的
な
分
節
に
よ
っ
て
好
ま
し
い
印
象

を
与
え
」、
さ
ら
に
「
緑
地
帯
が
豊
か
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た（

1（
（

。
マ
イ
自
身
も
、「
住
宅
地
区
全
体
を
都
市
農
村
世
界
へ
と
変
え
、
町
の
中
心

に
位
置
す
る
緑
地
を
体
系
的
な
分
岐
に
よ
っ
て
個
々
の
住
居
に
ま
で
導
く
努
力
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

14
（

」
と
述
べ
、
同
時
代
の
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ
ル
で

あ
る
「
分
節
化
さ
れ
た
解
放
的
な
都
市
」
と
、
そ
の
な
か
で
の
緑
化
に
よ
る
「
都
市

農
村
世
界
」
の
実
現
を
計
画
案
の
基
本
構
想
と
し
て
い
た
。

そ
の
う
え
で
、
個
々
の
建
物
の
建
設
に
つ
い
て
は
「
住
棟
を
、
規
格
化
建
材
の

組
み
立
て
に
よ
る
現
代
的
な
建
設
に
配
慮
し
て
造
形
」
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
、

ク
レ
ー
ン
走
行
レ
ー
ル
を
用
い
て
効
率
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
こ
と
を
企
図
し
て

い
た（

16
（

。
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
前
面
に
す
え
る
こ
と
は
、
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
に
こ
た
え

る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
防
水
の
外

面
を
そ
な
え
た
発
砲
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
ト
を
用

い
、
外
壁
モ
ル
タ
ル
の
塗
装

は
行
わ
な
い
こ
と
を
提
案
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
な

り
の
節
約
を
達
成
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
接
合
部
が
目
に

見
え
る
こ
と
で
、
表
面
構
成

の
基
準
と
な
る（

17
（

」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、

あ
え
て
プ
レ
ー
ト
の
接
合
部

を
塗
装
で
覆
わ
ず
、
プ
レ
ハ

ブ
工
法
で
建
設
さ
れ
た
こ
と

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
す
る
提
案
で
あ
り
、
実
際
の
建
物
で
そ
の
成
果
を
わ
か
り

や
す
く
示
す
狙
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
一
等
に
選
ば
れ
た
結
果
に
対
し
て
は
、
多
く
の
論
評
が

よ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
こ
の
の
ち
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
論
部
門
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

ans Schm
idt

（
の
評
も
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ュ
ミ

ッ
ト
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
と
同
様
に
、
一
九
二
八
年
の
近
代
建
築
国
際
会
議

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
（
設
立
に
加
わ
る
な
ど
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
関
わ
り
を
も
ち
、

マ
イ
と
は
ソ
連
で
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た（

11
（

。
そ
の
論
評
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
提

出
さ
れ
た
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
計
画
案
が
、
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
計
画
案
と
区

別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
社
会
主
義
的
都
市
計

画
」
は
い
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
そ
の
発
展
を
「
西
側
の
都
市
計
画
の
経
験
を
手

が
か
り
に
進
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
」
と
、
西
側
の
都
市
計
画

を
参
照
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
同
時
に
西

側
の
限
界
も
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
保
つ
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
我
々
が
西
側
の
都
市
計
画
の
否
定
的
な
現
象
の
も
と
に
留
ま
る
場
合
」、

そ
れ
は「
本
末
転
倒
」で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
マ
イ
の
計
画
案
に
つ
い
て
も
、「
我
々

の
建
築
家
に
対
し
、
好
ま
し
い
方
向
を
示
し
た
と
い
う
長
所
が
あ
る
」
が
、「
こ
の

こ
と
と
、
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
資
本
主
義
的
都
市
計
画
が
は
ま
り
込
ん
で
い
る

限
界
を
超
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（

21
（

。

　

そ
れ
で
は
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
と
建
築
に
お
い
て
、
西
側
を
参
照
し
つ
つ
同

時
に
差
異
化
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
論
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
マ
イ
の
計
画
案
は
、
合
理
的
な
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
推
進
す
る
点
で
、
一
九
五
四

年
の
転
換
以
降
に
東
ド
イ
ツ
で
重
視
さ
れ
た
建
築
の
工
業
化
と
整
合
的
で
あ
り
、
い

わ
ば
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
を
先
取
り
し
た
か
た
ち
で
、
こ
の
過
程
を
さ
ら
に
推
し
進

め
る
も
の
で
あ
っ
た（

2（
（

。
そ
の
一
方
で
、
計
画
案
全
体
の
基
本
構
想
は
、「
分
節
化
さ

図 4　マイのフェンプール計画案
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れ
た
解
放
的
な
都
市
」
と
「
都
市
農
村
世
界
」
と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ

ル
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
イ
の
計
画
案
に
対
す
る
選
評
で
、
空
間
の
分
節
化
と

緑
化
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
代
の
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
に
お
い

て
、
都
市
を
分
節
化
す
る
単
位
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

４　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
﹁
住
区
﹂
を
め
ぐ
る
議
論

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
の
計
画
案
が
満
た
す
べ
き
要
件
と
し
て
、
対
象
地
域
に
四
つ
の

「
住
区
」
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
マ
イ
は
、
一
九
五
七
年
一
一
月
の

小
冊
子
で
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
紹
介
し
、
こ
の
四
つ
の
「
住
区
」
を
「
近
隣
住

区
」
と
し
て
示
し
て
い
る（

21
（

。
ま
た
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
の
要
件
を
み
る
と
、
人
口

の
規
模
や
通
過
交
通
の
排
除
、
さ
ら
に
、
各
「
住
区
」
と
計
画
地
全
体
に
、
住
宅
だ

け
で
な
く
学
校
や
店
舗
な
ど
の
施
設
や
緑
地
を
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
、
そ

の
内
容
は
「
近
隣
住
区
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
五
八
年
の
論
説
で
「
住
区
」
を
「
近
隣
住
区
」

と
区
別
し
、「
ソ
連
の
社
会
主
義
的
都
市
計
画
が
生
み
出
し
た
も
の
」
と
明
確
に
位

置
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
も
と
も
と
ロ
シ
ア
語
の
『
街
区
（Q

uartal

）』
は
、

四
方
を
通
り
に
囲
ま
れ
た
四
角
い
家
屋
群
を
示
す
も
の
で
、
碁
盤
目
状
の
ロ
シ
ア
の

地
方
都
市
に
お
け
る
基
本
単
位
で
あ
っ
た
」
が
、「
ソ
連
の
都
市
計
画
の
理
論
と
実

践
の
発
展
と
と
も
に
、『
街
区
』
は
、
よ
り
大
き
な
都
市
計
画
上
の
単
位
の
呼
称
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
宅
と
そ
れ
に
付
属
す
る
公
共
施
設
を
含
む
も
の
で
、
我
々
の

住
区
に
相
当
す
る
」
と
し
、「
住
区
」
を
ソ
連
の
都
市
計
画
の
系
譜
に
位
置
付
け
て

い
る（

22
（

。
そ
の
一
方
で
、「
西
側
の
都
市
計
画
は
、
そ
れ
ま
で
彼
ら
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
住
区
概
念
を
、
一
九
三
〇
年
以
降
に
初
め
て
取
り
入
れ
た
」
が
、「
大
都
市

の
解
体
を
目
指
す
『
近
隣
住
区
』
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
、
正
反
対
の
も
の
へ
変
化

さ
せ
た
」
と
述
べ
、「
近
隣
住
区
」
を
否
定
的
な
評
価
と
と
も
に
西
側
世
界
に
属
す

る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る（

2（
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
で
は
、「
街
区
」
は
ソ
連
の
都

市
計
画
が
「
近
隣
住
区
」
に
先
行
し
て
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
住
区
」
も
ま
た
、

「
近
隣
住
区
」
と
は
系
譜
の
異
な
る
概
念
と
い
う
こ
と
に
な
る（

24
（

。
以
下
で
は
、
こ
の

議
論
を
ふ
ま
え
、
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
に
お
い
て
「
住
区
」
が
ど
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
東
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の
共
通
点
と
差

異
を
考
え
た
い
。

東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、「
住
区
」
は
、
一
九
五
〇
年
七
月
に
東
ド
イ
ツ
政
府
に
よ

っ
て
決
議
さ
れ
た
「
都
市
計
画
の
一
六
基
本
原
則
」
の
第
一
〇
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
原
則
は
、
同
年
四
月
に
ソ
連
の
都
市
建
設
省
か
ら
、
東
ド
イ
ツ
の
政
治

指
導
部
と
建
築
家
に
対
し
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
ソ
連
の
経
験
に

基
づ
く
こ
の
原
則
か
ら
、
都
市
計
画
に
お
い

て
実
際
の
指
針
と
な
る
「
住
区
」
理
論
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
、
都

市
計
画
家
の
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
過
程

で
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
三
年
に

建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
（K

urt 

Junghanns

（
が
提
示
し
た
「
住
区
」
モ
デ

ル
で
あ
る
（
図
５
（。
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ

い
て
、
翌
五
四
年
に
は
都
市
計
画
の
指
針
と

し
て
『
都
市
計
画
の
要
素
と
し
て
の
住
区
』

が
刊
行
さ
れ
た（

26
（

。

こ
こ
で
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
、「
住
区
」

の
機
能
と
し
て
、「
住
宅
地
を
開
放
し

図 5　ユングハンスの「住区」モデル
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（aufl ockern

（、
最
大
限
に
緑
化
し
、
十
分
な
日
照
の
住
居
を
静
か
な
環
境
の
な
か

に
創
出
す
る
」
と
と
も
に
、「
公
共
施
設
を
合
理
的
に
配
置
し
て
、
そ
こ
へ
の
距
離

を
短
く
保
つ
」
こ
と
で
、
健
康
的
な
住
居
を
提
供
し
、
社
会
生
活
へ
の
参
加
を
可
能

に
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（

27
（

。
し
か
し
、こ
れ
は
「
近
隣
住
区
」
も
同
じ
で
あ
り
、「
開

放
す
る（aufl ockern
（」と
い
う
語
彙
も
同
時
代
の「
分
節
化
さ
れ
た
開
放
的
な
都
市
」

と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
モ
デ
ル
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、「
近
隣
住
区
」
か
ら
「
住
区
」
を
差
異
化
す
る
際
に
ユ
ン
グ

ハ
ン
ス
が
強
調
し
た
の
が
空
間
の
境
界
線
の
意
味
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
側
の

「
近
隣
住
区
」
は
、「
小
さ
な
孤
立
し
た
家
屋
群
を
用
い
て
密
接
な
隣
人
関
係
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
、社
会
意
識
の
崩
壊
と
人
間
の
社
会
的
孤
立
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
」

が
、「
住
区
」
に
お
い
て
は
、「
こ
れ
と
は
反
対
に
、
都
市
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
生
き

生
き
と
し
た
統
一
体
へ
と
統
合
し
、個
々
の
住
民
を
都
市
全
体
と
関
係
付
け
る
こ
と
」

が
基
本
理
念
で
あ
り
、「
そ
れ
ゆ
え
、境
界
と
な
る
通
り
や
広
場
は
分
断
線
で
は
な
く
、

住
区
と
住
区
を
、
そ
し
て
︹
住
区
の
上
位
に
位
置
す
る
単
位
で
あ
る
︺
住
宅
地
区
と

住
宅
地
区
を
結
び
つ
け
る
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る（

21
（

。
こ
の
よ

う
に
、
孤
立
し
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
「
近
隣
住
区
」
に
よ
る
分
断
に
、
全
体
へ

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
「
住
区
」
に
よ
る
統
合
が
対
置
さ
れ
た
。

　

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
住
区
」
概
念
の
発
展
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
画
期
と
な
っ
た

の
が
、
一
九
五
七
年
夏
の
西
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
「
首
都
ベ
ル
リ
ン
」
コ
ン
ク
ー

ル
で
あ
っ
た
。
同
年
一
〇
月
、こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
中
央
委
員
会
が
「
住

区
」
理
論
の
改
訂
と
東
ベ
ル
リ
ン
中
心
部
に
お
け
る
「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
建
設

を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
年
五
月
に
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
「
住
区
」
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
社
会
主
義
的
住
区
」
モ
デ
ル
を
提
示
し
（
図
６
（、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
コ
ラ
イ
ン
、
コ
ー
ゼ
ル
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
た
『
社
会
主
義
的

住
区
』
が
新
た
な
都
市
計
画
の
指
針
と
し
て
建
設
省
と
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
刊
行

さ
れ
た（

21
（

。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、「
社

会
主
義
的
住
区
」
と
こ
れ

ま
で
の
「
住
区
」
お
よ
び

西
側
の
「
近
隣
住
区
」
と

の
違
い
と
し
て
強
調
し
た

の
が
、
住
区
内
部
の
建
物

の
配
置
と
そ
れ
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
空
間
構
成

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、「
社

会
主
義
的
住
区
」
で
は
、「
中
庭
の
四
方
を
全
て
建
物
で
囲
む
よ
う
な
、
か
つ
て
の

閉
じ
ら
れ
た
建
物
の
配
置
（geschlossene B

ebauung

（」
が
斥
け
ら
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、「
規
格
化
さ
れ
た
組
み
立
て
工
法
を
用
い
る

こ
と
で
、
最
も
簡
素
な
、
周
囲
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
な
い
構
造
が
も
た
ら
さ
れ
、

開
か
れ
た
建
物
の
配
置
（offene B

ebauung

（
と
い
う
原
則
へ
の
移
行
」
が
生
じ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
通
り
と
街
区
の
内
部
と
い
う
空
間
的
分
離
が
消
え
、
連
続
し
た
空

間
が
創
出
さ
れ
る
」
と
い
う（

（1
（

。
つ
ま
り
、
住
棟
で
囲
ま
れ
た
、
閉
じ
た
空
間
が
う
ま

れ
る
の
を
避
け
、
内
側
と
外
側
と
い
う
分
離
が
消
え
た
空
間
の
連
続
性
を
重
視
し
た

建
物
の
配
置
を
、「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
原
則
と
し
た
の
で
あ
る
。
図
５
と
図
６

を
比
較
す
る
と
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
モ
デ
ル
で
は
、
長
方
形
の
住
棟
が
交
わ
り
、
隅

が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
複
数
生
ま
れ
て
い
る
が
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
で
は
、

住
棟
が
互
い
に
交
わ
る
こ
と
な
く
、
独
立
し
て
建
っ
て
お
り
、
建
物
に
よ
っ
て
閉
じ

ら
れ
た
空
間
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
開
か
れ
た
建
物
の
配
置
」
と
「
連
続
的
な
空
間
」
に
は
、
西

側
で
み
ら
れ
る
「
住
民
の
孤
立
」
に
対
抗
す
る
社
会
意
識
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味

図 6　シュミットの
「社会主義的住区」モデル
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が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
重
視
さ
れ
た
の
が
、
社
交
組
織
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、「
社
会
主
義
的
住
区
に
お
け
る
住
棟
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、
社
会
主
義

社
会
の
政
治
的
、
文
化
的
、
物
質
的
な
生
活
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果

た
す
、
住
宅
地
に
お
け
る
社
交
組
織
の
配
置
に
従
う
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て

建
て
ら
れ
て
い
る
住
棟
を
、
社
交
組
織
を
通
じ
て
関
係
付
け
、
ま
と
ま
り
を
形
成
す

る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た（

（（
（

。

こ
う
し
て
「
社
会
主
義
的
住
区
」
で
は
、
西
側
に
お
け
る
「
住
民
の
孤
立
」
と
の

対
比
の
な
か
で
、
社
交
と
住
民
の
連
帯
感
を
促
進
す
る
社
会
性
が
強
調
さ
れ
た
。
社

会
性
の
強
調
は
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
「
住
区
」
と
も
共
通
す
る
が
、
ユ
ン
グ
ハ
ン
ス

が
境
界
線
の
解
釈
を
通
じ
て
そ
れ
を
試
み
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
住
区
内
の
建
物

の
配
置
が
焦
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
う
し
た
建
物
の
配
置
と

空
間
構
成
が
、「
規
格
化
さ
れ
た
組
み
立
て
工
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
最
も
簡
素
な
、

周
囲
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
な
い
構
造
が
も
た
ら
さ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
建
築

の
工
業
化
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
に
つ
い
て
マ

イ
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
に
よ
る
建
設
で
は
、
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
や
関
連
す
る
機
材
の
ア
ク
セ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
マ
イ
の
計
画
案
で
も
長
方
形
の

住
棟
が
互
い
に
交
わ
る
こ
と
な
く
、
並
行
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
図
４
（。
こ
う
し
た

工
業
化
は
、
第
一
に
は
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
閉

じ
ら
れ
た
」
配
置
と
「
開
か
れ
た
」
配
置
の
対
比
と
と
も
に
、
住
民
の
連
帯
感
を
涵

養
し
社
会
性
を
支
え
る
も
の
へ
と
、
そ
の
意
味
が
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
一
九
五
七
年
一
〇
月
の
Ｓ
Ｅ
Ｄ
中
央
員
会
で
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
中
心
部

に
お
け
る
「
社
会
主
義
的
住
区
」
の
建
設
が
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
舞
台
と
な

っ
た
の
が
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
広
場
と
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
広
場
の
間
の
空
間
に
つ
い
て
、
一
九
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
複
数

の
計
画
案
が
立
案
さ
れ
た
の
ち
、
コ
ラ
イ
ン
と
ド
ゥ
チ
ュ
ケ
（W

erner D
utschke

（

の
二
つ
の
草
案
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
案
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り

を
挟
ん
で
北
側
と
南
側
に
一
つ
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
八
〇
〇
〇
人
の
「
社
会
主
義

的
住
区
」
を
建
設
す
る
も
の
で
、
一
九
五
九
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
、
一
九
六
五
年

に
完
成
し
た（

（1
（

（
図
７
（。
そ
の
建
設
現
場
は
、
図
８
が
示
す
よ
う
に
、
ク
レ
ー
ン
を

投
入
し
て
規
格
化
建
材
を
組
み
立
て
る
と
い
う
、
建
築
の
工
業
化
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
図
１
と
図
７
を
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ

ル
ク
広
場
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
の
間
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
は
、
表
面
装
飾
の

な
い
長
方
形
の
建
物
が
並
び
、
冒
頭
で
示
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
門
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
ベ
ル
ク
広
場
の
間
の
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
と
は
異
な
る
姿
と
な
っ
た
。

図 7　スターリン大通り沿いの「社会主義的住区」

図8　スターリン大通り、プレハブ工法による建設（1960年）
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お
わ
り
に

一
九
五
七
年
に
東
西
両
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
フ
ェ
ン
プ
ー

ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
九
五
四
年
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
の
転
換
後
、
課
題
と

な
っ
て
い
た
建
築
の
工
業
化
に
取
り
組
む
東
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
西
側
と
の
接
触
を

試
み
る
な
か
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
冷
戦
下
に
こ
う
し
た
東
西
両
ド
イ
ツ

の
建
築
家
の
交
流
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
共

通
の
基
盤
と
し
た
人
的
結
合
が
あ
っ
た
。
大
戦
期
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
条
件
の
も
と

で
活
動
し
な
が
ら
、こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
戦
後
も
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
建
築
の
工
業
化
と
、
都
市
計
画

の
単
位
で
あ
る
住
区
の
位
置
付
け
の
二
点
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。前
者
に
つ
い
て
は
、

一
等
に
選
出
さ
れ
た
マ
イ
の
計
画
案
が
、
東
ド
イ
ツ
側
の
関
心
を
先
取
り
し
た
か
た

ち
で
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た
。
建
築
の
工
業
化
と
い
う
論
点

で
は
、東
側
の
西
側
に
対
す
る
遅
れ
の
挽
回
と
い
う
側
面
が
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
後
者
の
都
市
計
画
の
単
位
と
し
て
の
住
区
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
案
の
前
後
の
時
期
に
、
住
区
概
念
を
東
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
の

な
か
で
独
自
に
定
義
し
、
社
会
主
義
的
な
共
同
生
活
を
体
現
す
る
空
間
構
成
と
、
西

側
の
都
市
計
画
と
の
差
異
化
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
は
建
築
の
工
業
化
の
論

点
も
と
り
い
れ
ら
れ
、
東
側
の
独
自
性
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
前
者
の
論

点
に
比
し
て
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
差
異
化
の
試
み
は
、
東
西
の
対
抗
関
係
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
対
抗
関
係
は
全
く
異
質

な
も
の
ど
う
し
の
衝
突
と
し
て
で
は
な
く
、
共
通
の
基
盤
に
た
っ
た
う
え
で
の
対
抗

関
係
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル

計
画
案
の
審
査
員
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ヒ
レ
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
一
九
七
四
年
に
東
側
諸

国
の
都
市
計
画
と
住
宅
建
設
を
回
顧
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
影
響
の
も
と
で
の

東
西
間
の
交
流
に
よ
っ
て
、
政
治
体
制
の
違
い
を
越
え
て
都
市
計
画
上
の
類
似
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
の
議
論
を
ふ

り
か
え
る
と
、
東
西
ド
イ
ツ
の
建
築
家
が
、
と
も
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
立
脚
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
差
異
化
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
東
ド
イ
ツ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
特
徴
は
、
差
異
化
の
た
め
に
な
さ
れ
た
概
念
の
解
釈
に
こ
そ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
の
考
察
の
射
程
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

本
稿
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
の
工
期
に
よ
る
変
化
を
議
論
の
出
発
点
と
し
た
。
そ

の
た
め
、
社
会
主
義
的
古
典
主
義
に
よ
る
建
設
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
動
向
を
十
分

に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
シ
ャ
ロ
ウ
ン
（H

ans Scharoun

）
に

よ
り
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
で
ス
タ
ー
リ
ン
大
通
り
沿
い
に
集
合
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
社
会
主
義
的
古
典
主
義
様
式
の
時
期
は
前

後
を
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
挟
ま
れ
た
時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
が
注
目
し
た

一
九
五
〇
年
代
後
半
の
動
向
も
、
戦
後
直
後
に
み
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
離
脱

を
へ
て
、
再
び
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
回
帰
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際

に
、
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
戦
間
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
名
誉
回

復
と
位
置
付
け
る
研
究
も
あ
る（

（4
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
戦
後
直
後

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
ど
こ
ま
で
同
質
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
な

か
で
の
変
化
を
社
会
的
文
脈
と
関
連
付
け
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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